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国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
険

島
ト
ピ
ッ
ク
ス

喜
界
町
指
定
文
化
財

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介

話
題
は
こ
こ
！

す
こ
や
か
n
e
w
s

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

情
報
ひ
ろ
ば

古
代
か
ら
中
世
（
千
年
前
）
を
旅
す
る

川
畑
さ
お
り
さ
ん

　
　

初
の
協
会
賞
を
受
賞

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

あ
な
た
の
笑
顔
む
し
歯
0
っ
子

島
の
風
景
に
感
嘆
の
声
！

N o . 4 8 8

2
平成 20 年

（ 2 0 0 8 ）

写
真
説
明
＝
花
見
の
名
所

「
前
鼻
公
園
」　

　

小
高
い
丘
に
た
つ
前
鼻
公
園
。

　

こ
の
公
園
内
に
、
毎
年
１
月

下
旬
か
ら
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が
ほ

こ
ろ
び
始
め
、
蕾
は
次
々
と
開

花
、
２
月
初
旬
に
は
満
開
を
迎

え
る
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
「
町

民
の
憩
い
の
場
に
な
れ
ば
」
と

植
樹
し
て
二
十
数
年
。

　

同
ク
ラ
ブ
が
、
日
頃
、
肥
料

や
伐
採
な
ど
手
間
暇
か
け
て
手

入
れ
を
ほ
ど
こ
し
た
ヒ
カ
ン
ザ

ク
ラ
は
成
長
し
、
前
鼻
公
園
は

花
見
の
名
所
と
な
っ
た
、



�

　高齢化社会が進むにつれ、医療費が増大している昨今。これから
も皆さんが安心して医療を受けられるよう、医療費制度の見直しが
行われます。改正は平成 20 年 4 月 1 日から実施されます。ご理解
とご協力をよろしくお願いします。

●義務教育就学前の子どもの自己負担
　割合が２割に

国保と老人保険が
変わります

国民健康保険と老人保険特
　集

● 65歳未満が対象に

■退職者医療制度 ■自己負担割合

　会社などを退職した人とその被扶養者が国民健
康保険に加入し、医療を受ける退職者医療制度の
対象年齢が、これまでの 75 歳未満から平成 20 年
4 月 1 日以降は 65 歳未満になります。

　乳幼児の医療費を 2 割負担に軽減する対象年齢
が、｢3 歳未満｣ から ｢義務教育就学（小学校入学）
前｣ までに拡大されます（6 歳に達する日以降の最
初の 3 月 31 日まで）。

● 70 歳以上 75 歳未満の人（現役並
　み所得者以外）の自己負担が１割か
　ら 2割にする予定

　政府の方針によりこの見直しが 1年間凍
結されることになり、現行の 1割負担のま
ま据え置かれます
※この部分が国の協議により一部変更となりました。

●40〜74歳の人を対象に「特定検診・
　特定保健指導」が始まります

特定健診は年に１回実施されます

　「特定健診」では、内臓脂肪型肥満に着目した
検査項目の健康診査を行い、その要因となって
いる生活習慣を改善するために「特定保健指導」
を行い、糖尿病などの有病者・予備軍を減少さ
せることを目指します。

　この特定健診は、国保が中心となって実施し
ます。対象は４０〜７４歳の国保加入者です。
国保から受診のお知らせが届いたら、必ず受診
しましょう。

問い合わせ先
　　すこやかセンター　　℡ 0997-65-3522

退職者医療制度の
対象年齢

75歳
未満

65 歳
未満 3歳未満 2割 義務教育就学前 2割

平成 20年 3月 31 日まで 平成 20年 4月 1日から

平成 20年 3月 31 日まで 平成 20年 4月 1日から

となっていましたが

平成 20年
４月から
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■年金天引きの開始 ■高額医療＋高額介護
●自己負担限度額を合算に●６５歳以上の人の保険税の年金

　天引きが始まります
６５歳以上の国保加入者の保険税の納付について
年金からの（特別徴収）が始まります。ただし、
世帯主が国保被保険者以外の場合や年金額が年額
１８万円未満の場合、介護保険の天引きと合わせ
た額が２分の１を超える場合は、天引きは実施さ
れません。この場合は、個別に保険税を納めるこ
とになります（普通徴収）。

　医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる
場合、医療保険と介護保険それぞれの自己負担限度額を
適用後に、両方の年間の自己負担を合算して一定の限度
額（年額）を超えた場合は、超えた分が支給される高額
医療・高額介護合算制度が創設されます。
　平成 20 年 4 月からは、それぞれの限度額を適用後、
年間の自己負担額を合算して高額になったときは、限度
額を超えた分が「高額介護合算療養費」として支給され
ます。申請受け付けは平成 21 年 8 月以降の予定です。

平成２０年４月からこうなります

　今まで 75 歳以上の人や一定の障害のある 65 歳以上の人は、老人保健制度による医療を受けていますが、平成 20
年の４月からは、鹿児島県後期高齢者医療広域連合が運営する新たな医療保険制度「後期高齢者医療制度」に加入し、
医療を受けていただくことになります。また、平成 20 年４月以降に 75 歳になる人は、75 歳の誕生日からこの医
療保険に加入することになります。

・保険料は、安定した財政を
確保するために、２年単位で
費用と収入を見込んで算定し、
２年ごとに見直しすることに
なります。
・保険料は、被保険者個人ご
とに、被保険者が等しく負担
する ｢均等割額｣ と被保険者
の前年所得に応じて負担する
｢所得割額｣ を合計した額にな
ります。
・保険料は被保険者全員が納
めることになります。

　後期高齢者医療制度で
は、独自の保険証が１人に
１枚交付されます。
　保険証はお医者にかかる
ときに必要ですので、なく
さないように大切に保管し
ましょう。

　保険証の切り替えは、制度の改正に伴い住民税申告
とは別の日程で平成２０年３月末に行います。

【問い合わせ】町保健福祉課　☎ 0997-65-1111

保険証は１人に１枚交付されます

老人保険制度が
後期高齢者医療制度

にかわります

75歳以上のみなさまへ
平成 20年

4月スタート

70 歳未満 70 歳以上
75 歳未満

後期高齢者
医療

上位所得者 1�� 万円現役並み所得者 �7 万円 �7 万円

一般 �7 万円一般 �� 万円 5� 万円
住民税
非課税世帯 3� 万円低所得者Ⅱ 31 万円 31 万円

低所得者Ⅰ 19 万円 19 万円

保険料について

この線から折って、証をはがしてください。
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喜
界
町
飲
酒
運
転
追
放
推
進
会
議

（
会
長
・
加
藤
啓
雄
）
が
12
月
14
日
、

区
長
会
に
引
き
続
き
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
加

藤
町
長
や
奄
美
署
喜
界
幹
部
派
出
所

の
職
員
、
飲
酒
運
転
追
放
推
進
員
を

兼
務
す
る
各
集
落
区
長
ら
約
50
人
が

出
席
。
飲
酒
運
転
の
な
い
町
づ
く
り

と
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
０
０
０
日

達
成
を
誓
い
合
っ
た
。

　

開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
加
藤
町
長

は
「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
の
ま
ち
と

し
て
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
悪
質

な
飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
こ
と
が

我
々
の
責
務
。
更
な
る
交
通
安
全
意

識
・
飲
酒
運
転
追
放
意
識
の
高
揚
に

努
め
よ
う
」
と
呼
び
か
た
。

　

続
い
て
、
幹
部
派
出
所
の
速
水
所

長
の
挨
拶
の
後
、
同
派
出
所
職
員
か

ら
管
内
の
交
通
情
勢
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　

本
町
の
交
通
事
故
状
況
は
12
月
３

日
現
在
、
人
身
事
故
14
件
、
傷
者
16

人
、
物
損
事
故
19
件
発
生
し
、
昨
年

同
期
と
比
べ
人
身
事
故
・
傷
者
は
微

増
だ
が
、
物
損
に
つ
い
て
は
15
件
減

少
し
た
。
人
身
事
故
の
形
態
は
交
差

点
で
の
出
会
い
頭
の
事
故
が
最
も
多

く
８
件
、
次
に
高
齢
者
が
関
係
す
る

事
故
５
件
、
以
下
、
自
損
事
故
、
歩

行
者
事
故
と
続
き
、
安
全
不
確
認
な

ど
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
３
月
の
事
故
以
降
、

死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
続
き
、
こ
の
ま

ま
で
い
く
と
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

２
０
０
０
日
達
成
は
、
平
成
21
年
夏

頃
に
な
る
。

花
木
、
約
５
０
０
本
を
植
栽

　
「
農
作
物
や
農
地
、
農
業
用
施
設

を
風
害
、
塩
害
か
ら
保
全
し
よ
う
」

な
ど
の
目
的
で
奄
美
群
島
農
業
農
村

整
備
事
業
推
進
協
議
会
な
ど
７
団
体

が
12
月
16
日
、
荒
木
集
落
共
有
地
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
栽
を
行
っ
た
。

　

植
栽
に
は
、
同
推
進
協
議
会
や
荒

木
集
落
住
民
、
同
小
学
校
児
童
、
県

農
村
振
興
技
術
連
盟
喜
界
支
部
、
建

友
会
、
町
産
業
振
興
課
な
ど
約
70
人

が
参
加
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
エ
ノ
キ
や

モ
ク
マ
オ
ウ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
そ
し
て

オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
や
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の

食
草
、
ホ
ウ
ラ
イ
カ
ガ
ミ
な
ど
自
然

環
境
保
護
を
重
視
し
た
花
木
、
約

５
０
０
本
を
１
本
ず
つ
て
い
ね
い
に

植
樹
し
た
。

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
披
露

　

２
０
０
７
年
度
社
会
教
育
学
級
・

公
民
館
講
座
合
同
閉
講
式
が
12
月
16

日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
囲
碁
・
将
棋
、
押
し
絵
、

手
芸
の
３
教
室
が
新
た
に
開
講
し
、

八
月
踊
り
な
ど
地
域
講
座
を
含
め
る

と
30
講
座
に
及
び
、
約
７
０
０
人
の

方
が
受
講
し
た
。

　

式
典
で
は
、
１
４
５
人
に
上
る
皆

勤
者
を
代
表
し
て
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
の
菅
沼
八
代
子
さ
ん
（
志
東
）
に

皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、
18
団
体
が
舞
台

に
上
が
り
、
同
講
座
の
学
習
の
成
果

を
披
露
し
た
。

喜界島は東経 130 度線上
にある日本で、唯一の離
島である。
　この特殊な条件下にあ
る こ と を 内 外 の 多 く の
方々に知ってもらい、さ
らに観光振興にも役立て
たいと産業振興課が、こ
のほど、小野津集落にあ
る公園沿道に黄色い２本
のラインを引いた。
　北側に伸びたラインの
先には、約 425 キロ離れ
た、熊本県天草市下島鶴
崎（剣崎）がある。

観光振興に一役

クイズ形式の案内板
（観光協会が設置）

飲酒運転者の周辺者に対する罰則
違法行為（内容） 罰　　　則

車両提供
酒酔い運転

５年以下の懲役又は１００万円以下の罰金

酒気帯び運転 ３年以下の懲役又は５０万円以下の罰金

酒類提供
酒酔い運転

３年以下の懲役又は５０万円以下の罰金

酒気帯び運転 ２年以下の懲役又は３０万円以下の罰金

同乗
酒酔い運転

３年以下の懲役又は５０万円以下の罰金

酒気帯び運転 ２年以下の懲役又は３０万円以下の罰金
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兼
田
文
音
さ
ん
最
優
秀
賞

大
島
地
区
英
語
暗
唱
大
会

　

日
本
復
帰
記
念
第
30
回
大
島
地
区

中
学
校
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
が
12

月
13
日
、
徳
之
島
町
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
、
英
語
暗
唱
の
部
で
本
町
の

代
表
と
し
て
出
場
し
た
第
二
中
学
校

３
年
の
兼
田
文
音
さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
。

　

英
語
暗
唱
の
部
は
課
題
文
と
一
分

間
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、

暗
唱
力
や
表
現
力
、
発
音
・
態
度
、

英
語
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
か
な
ど

で
、
審
査
さ
れ
る
。

　

兼
田
さ
ん
は
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

で
、
無
気
力
に
な
っ
て
学
校
に
行
け

な
か
っ
た
と
き
、
大
き
な
勇
気
を
く

れ
た
大
切
な
仲
間
た
ち
の
存
在
に
つ

い
て
、
豊
に
表
現
し
た
こ
と
が
高
い

評
価
に
つ
な
が
っ
た
。

初
の
税
務
研
修
会
を
開
く

　

喜
界
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
主
催
の
平
成
19
年
度
農
業
所
得

に
係
る
税
務
研
修
会
が
１
月
28
日
、

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
初

め
て
開
催
さ
れ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
畜

産
農
家
ら
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
大
島
税
務
署
か
ら

２
人
の
職
員
を
講
師
と
し
て
招
き
、

農
業
所
得
に
係
る
決
算
の
留
意
点
や
、

税
制
改
正
に
伴
う
減
価
償
却
制
度
、

農
業
所
得
者
の
消
費
税
な
ど
に
つ
い

て
、
参
加
者
の
事
例
を
挙
げ
て
研
修

を
進
め
た
。

　

講
師
か
ら
は
「
日
々
の
現
金
出
納

簿
を
書
く
こ
と
で
、
農
業
経
費
の
実

態
が
分
か
る
。
ま
た
、
記
録
し
た
数

字
か
ら
も
今
後
の
農
業
経
営
が
読
み

取
れ
る
」
と
収
支
決
算
書
の
必
要
性

を
説
い
た
。

　喜界町子牛の初セリ市が１月 16 日、町セリ市場であった。
　当日のセリ市には、加藤啓雄町長や JA 喜界の嶺禎一郎専務理事らが出席。セリ前に挨拶に立った加藤町長、嶺
組合長は「若い担い手農家も増え、畜産業界は活気がある。今後も畜産業界が大きな産業に成長することを期待
する」と激励した。思照也組合長（和牛改良組合）の乾杯の後、いよいよ今年初めてのセリが始まると、農家の
顔は一段と引き締まり、購買者の熱い視線が子牛に注がれた。
　今回のセリは雌 76 頭、去勢（おす）93 頭が出荷され、総売り上げ価格は、7,502 万７千円。雌の最高価格は
53 万６千円、去勢（おす）は寳利一郎さん（島中）が出荷したし 60 万１千円が最高値でした。
　今月は、新たに畜産業界に入る若者とカンバックする農家、そして、喜界町の畜産をリードしてきた農家にスポッ
トをあててみた。

輝け！畜産農家

～牛への愛着を胸に
　　　　別れを決意～
福原見一さん（79）
荒木在住
　新しく就農する人がいれば、様々
な理由で離農する人もいる。
　福原さんは、この後者である。　
今月のセリを最後に、約 41 年間続
けてきた畜産生活にピリオドを打つ
決意をした。むかえた最後の１月
セリ。出荷した１頭のセリ価格は
このセリ市上位にランクされる 53
万３千円の高値がついた。
　離農する理由は「年をとって青草
刈りや牛舎管理が行き届かない。牛
を手放すことは淋しいが牛の健康管
理のことを考えてしまう」と、永年
連れ添った牛への思いを言葉にした。
　最後に「今後、若者に喜界島の畜
産と農業を大いに盛り上げていって
ほしい」と話す言葉に、熱い思いを
込める。

～老後の収入
　　　　確保～
橋口順一さん（56）
佐手久在住
　佐手久集落で小売店を営む傍ら「老
後の収入確保」のためにと、平成 18
年１月に牛飼いになることを決意。
現在、親牛７頭、育成牛７頭、子牛
１頭を飼い始めた。
　昭和 44 年から 55 年まで、父親と
19 頭の牛を飼っていた当時、青草の
刈り取りに時間を費す時代だった。
今は、ラッピングされた貯蔵飼料な
どで補え、その分、空いた時間で子
牛との触れ合う時間が確保できた。
牛の商品価値を上げる１番の “ 策 ”
という。
　将来は、現有牛プラス 10 頭ほど
増やし、牛の肥育にもチャレンジし
てみたいと夢を語る。

～目指す！
　３０頭農家～
坂元篤雄さん（36）
佐手久在住
　現在、佐手久集落は、畜産業界に
入る若者が多い。同集落青年団の集
会では、もっぱら牛の話題で盛り上
がるという。
　こうなると必然的に牛への興味が
湧くことになる。坂元さんもそのひ
とり。「牛を飼い始めたのが友達の薦
めから」と動機を話す。
　５年前、建設会社に入社。牛を飼
い始めてからは、毎朝５時に起床し、
牛の面倒を見てから出勤。仕事を終
えた後、夕方に牛舎へと向かう日々
を過ごす。以前より生活のリズムが
格段によくなったと笑顔で話す。
　牛飼いは難しいが、牛の健康管理
を十分配慮し、慣れたらこの牛舎を
拡張して 30 頭ほど飼育したいと、
将来の夢を語る。
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文
化
財
保
護
思
想
の
高
揚
を
図
る

〜
文
化
財
防
火
訓
練
〜

　

59
年
前
に
奈
良
県
斑
鳩
町
の
法
隆

寺
火
災
を
機
に
文
化
財
保
護
思
想
の

高
揚
を
図
ろ
う
と
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
が
定
め
ら
れ
た
。

　

本
町
で
も
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
第
54
回
文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓

練
が
１
月
13
日
、
手
久
津
久
集
落
の

朝
戸
神
社
で
行
わ
れ
た
。

　

訓
練
は
「
朝
戸
神
社
か
ら
出
火
し
、

文
化
財
焼
失
の
恐
れ
が
あ
る
」
と
想

定
し
、
実
際
火
災
が
起
き
た
状
況
か

ら
の
実
戦
訓
練
を
今
年
度
か
ら
実
施

し
た
。

　

情
報
無
線
で
呼
び
か
け
た
地
域
住

民
や
子
ど
も
会
が
境
内
で
見
守
る

中
、
消
防
喜
界
分
署
や
町
消
防
上
嘉

鉄
分
団
が
手
際
の
良
さ
を
披
露
し
、

消
火
訓
練
に
あ
た
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
消
火
器

を
使
っ
た
消
火
実
演
の
後
、
上
原
慶

三
郎
委
員
長
（
文
化
財
審
議
会
）
が
、

朝
戸
神
社
や
花
尾
神
社
に
ま
つ
わ
る

話
を
紹
介
し
た
。

　本町の指定文化財は、有形文化財（古文書・工芸など）や民俗文化財（有形）、記念物（史跡・天然記念物など）
を含め 45 点が登録されており、その保管方法は町歴史民俗資料室に 23 点、個人宅に 4 点、集落に 16 点が保管さ
れています。（下図参照）
　これらの文化財は、我が島の長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日まで伝えられてきた財産でもあり、今後、後
継者へと引き継がなければならない貴重な文化財です。
　ここでは、1 月 26 日の文化財防火デーを前に朝戸神社（手久津久集落）で行われました、「第 54 回文化財防火デー
防火訓練」の模様と指定文化財について紹介します。

　

文
化
財
と
は
、
先
祖
が
長
い
歴
史

の
中
で
作
り
出
し
た
、
郷
土
の
文
化

や
歴
史
を
知
る
上
で
、
事
実
を
証
明

す
る
も
と
に
な
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

そ
の
文
化
財
の
う
ち
、
希
少
価
値

の
高
い
も
の
を
指
定
文
化
財
に
し
、

半
永
久
的
に
保
護
・
保
存
す
る
こ
と

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
町
の
指
定
す
る

文
化
財
は
45
点
。
県
指
定
が
大
朝
戸

集
落
の
新
山
家
や
蒲
生
集
落
の
栗
島

家
が
所
有
す
る
ノ
ロ
関
係
資
料
２
点
。

ま
た
、
国
指
定
は
捕
獲
や
採
取
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
と
カ

ラ
ス
バ
ト
の
２
点
と
な
る
。

　

文
化
財
の
中
で
、
技
能
・
技
術
的

に
価
値
が
高
い
無
形
文
化
財
や
伝
統

芸
能
（
八
月
踊
り
）
な
ど
と
い
っ
た

無
形
民
俗
文
化
財
は
、
本
町
に
お
い

て
は
指
定
さ
れ
て
な
い
。

　

今
後
、
文
化
財
審
議
会
で
は
町
教

育
委
員
会
事
務
局
と
と
も
に
、
各
家

庭
の
片
隅
で
追
い
や
ら
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
貴
重
な
文
化
財
の
掘
り

起
こ
し
に
町
民
の
全
面
的
な
協
力
を

必
要
と
し
、
ま
た
、
伝
統
芸
能
な
ど

の
無
形
民
俗
文
化
財
を
保
存
す
る
に

あ
た
り
、
町
文
化
協
会
や
各
地
域
文

化
団
体
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

ま
ず
、
指
定
に
向
け
た
検
討
作
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

指定文化財一覧
種別 名称 所有者 保存場所 指定 年月日
1

有形

御神体 伊実久 厳島神社 S46.10.1
2 能面 廻猛 歴民室 S46.10.1
3 香爐 泉サエ 歴民室 S46.10.1
4 香爐 林文仁 歴民室 S46.10.1
5 古帖佐焼 稲崎千代子 歴民室 S46.10.1
6 須恵器 富山国則 自宅 S47.4.24
7 須恵器 竜田幹男 歴民室 S46.10.1
8 経石 喜界町 歴民室 S47.4.24
9 糖漏 喜界町 歴民室 S46.10.1
10 火縄銃・煙硝入れ 伊地知モト 自宅 S46.10.1
11 薬籠 滝元シナ 歴民室 S46.10.1
12 刀・銅鏡 坂元篤 歴民室 S47.4.24
13 槍 喜界町 歴民室 S47.4.24
14 銅鏡 伊地知モト 自宅 H12.3.21
15 帳箱・帳簿 坂嶺 坂嶺公民館 H12.3.21
16 銅鏡 林文仁 歴民室 H12.3.21
17 掛軸 林文仁 歴民室 H12.3.21
18 古文書一式 阿伝 阿伝公民館 H12.3.21
19 糖漏 阿伝小学校 歴民室 H14.3.12

20 五つカメの伝承に
まつわる陶磁器３点 小野津 歴民室 H18.9.26

21

民俗

草子・玉 喜界町 歴民室 S46.10.1
22 羽衣 喜界町 歴民室 S46.10.1
23 ノロの扇子 喜界町 歴民室 S46.10.1
24 石像 秋山荘義 現地 S46.10.1
25 かめ棺 喜界町 歴民室 S46.10.1
26 ノロ神具 新山林 歴民室 S46.10.1
27 厨子がめ 喜界町 歴民室 S46.10.1
28 水瓶 都忍 歴民室 H12.3.21
29 菓子型 米田信夫 歴民室 H12.3.21
30 陶器 本多輝男 歴民室 H12.3.21
31

天然

蘇鉄群生 基彰 現地 S47.4.24
32 蘇鉄群生 喜園睦 現地 S47.4.24
33 ヒメタツナミソウ 大朝戸・西目 現地 H13.3.14
34 ヒメタツナミソウ 滝川 現地 H13.3.14
35 巨大蘇鉄 嘉鈍 現地 H13.3.14
36 ヒロハネム 伊地知モト 現地 H13.3.14
37 ハスノハギリ 外内栄高 現地 H13.3.14
38 ヒメタツナミソウ 城久 現地 H16.9.22

指定文化財一覧
種別 名称 所有者 保存場所 指定 年月日

39 古文 辞令書 孝野武志 自宅 S61.10.17

40 碑 芭蕉句碑 志戸桶 現地 H5.7.29

41

史跡

奉安殿 坂嶺小学校 現地 H14.3.12

42 奉安殿 阿伝小学校 現地 H14.3.12

43 ウリハー 重野豊一 現地 H14.3.12

44 戦闘指揮所跡 野間直忠 現地 H14.3.12
45 ウリハー 片倉晶子 現地 H15.3.12



�　Kikai Public Relations 2008.2

　昨年 12 月 1日、民生委員・児童委員、主任児童委員
の改選が行われ、39 名の皆さんが新たに厚生労働大臣
から委嘱されました。民生委員・児童委員は各集落を担
当し、日常生活上の様々な相談に応じ、その自立・更正
を支援します。
※任期は平成 22年 11月 30日まで。

１．社会調査のはたらき
　担当区域内の住民の生活実態や福祉ニーズを日常的に
把握します。
２．相談のはたらき
　地域住民が抱える問題について相手の立場に立ち、親
身になって相談にのります。
３．情報提供のはたらき
　社会福祉の制度やサービスについて、その内容や情報
を住民に的確に提供します。
４．連絡通報のはたらき
　住民が、個々の福祉ニーズに応じた福祉サービスが得
られるよう関係行政機関、施設・団体等に連絡し、必要
な対応を促すパイプの役割を努めます。
５．調整のはたらき
　住民の福祉ニーズに対応し、適切なサービスの提供が
図られるように支援します。
６．生活支援のはたらき
　住民の求める生活支援活動を自ら行い、支援体制をつ
くっていきます。
７．意見具申のはたらき
　活動を通じて得た問題点や改善策について取りまと
め、必要に応じて民生委員児童委員協議会を通して関係
機関などに意見を提起します。

活動目的は？
　「社会奉仕の精神をもって住民の立場に立って
相談に応じたり、住民が尊厳をもってその人らし
い自立した生活ができるように支援を行うことに
よって、誰もが安心して暮らすことのできる地域
社会づくり」を目指しています。

　

昨
年
11
月
30
日
で
退
任
さ
れ

た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

13
人
の
皆
様
、
永
年
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
敬
称
略
＝
氏
名
（
集
落
）〉

▽
近
藤
時
義
（
先
山
）・
中
原

美
智
子（
中
間
）・
前
田
浩
子（
花

良
治
）・
玉
岡
克
己
（
伊
砂
）・

平
惠
子（
羽
里
）・
政
井
敦
子（
阿

伝
）・
竹
内
平
（
嘉
鈍
）・
界
か

ほ
る（
中
里
）・
巖
洋
子（
赤
連
）・

舞
島
照
代
（
城
久
）・
秋
山
眞

一
（
大
朝
戸
）・
山
下
悦
司
（
蒲

生
）・
本
多
ヱ
イ
子
（
島
中
）

民生委員・児童委員名簿

平成 19年 12月 1日現在
集 落 氏 名 ＴＥＬ
湾 岩田　　進 65− 0936
湾 宜名真孝子 65− 0259

赤 連 平　久美子 65− 1298
赤 連 中村　勝子 65− 1946
中 里 野間　昭夫 65− 1381
中 里 福島　正子 65− 0089
荒 木 住岡　菊江 65− 0552
荒 木 柳　　都子 65− 3570
手 久 津 久 大高　　康 65− 2887
上 西 西原　磯子 65− 1281
上 中 廣司　靖子 65− 2819
上 東 桐野　達江 65− 3438
先 山 都　　隆男 65− 1901
浦 原 國重　誠二 65− 1980
川 嶺 元山　嘉一 65− 2861
羽里・山田 豊　　晋治 65− 2346
城 久 生駒すみ子 65− 0346
滝 川 川畑多佳江 65− 2279
島 中 平島　文麿 65− 1315
池 治 武田　満雄 65− 2619
中間・先内・中熊 重野　洋子 65− 2791
大朝戸・西目 愛津るり子 65− 2703
坂 嶺 開　　典子 65− 1335
伊 砂 岩切　園子 65− 2651
伊 実 久 重村　歌子 66− 1333
前 金 久 池田　禮子 66− 1048
神 宮 上山　満則 66− 0841
志 東 大喜　慶義 66− 0194
志 南 南　トヨ子 66− 0682
佐 手 久 弘岡　稲子 66− 1252
塩 道 重岡　松枝 66− 1410
早 町 柏　　律子 66− 0264
白 水 永　　房枝 66− 0547
嘉 鈍 藤廣　波江 66− 0566
阿 伝 保科　行子 66− 0322
蒲 生 東崎　正人 66− 0506
花 良 治 重野　光義 66− 4455

主任児童委員
早 町 中澤　鶴子 66− 0921
池 治 吉本　敏子 65− 1465

　民生委員・児童委員活動の基本は、
下記の７つのはたらきにあります。

〈敬称略〉

どんなことをするの？



話題はここ！

~Shimanchu News~

　第 23 回奄美空手道選手権大会（新極真会主
催）が 12 月２日、瀬戸内町で開催され、喜界
道場から 15 人が出場し、このうち７人の選手
が入賞を果たした。
　この成績は大島郡内のトップクラスにある緑
道場の入賞者を上回る成績で、喜界道場の関係
者は初の快挙達成に大喜び。
　この大会で優勝した中山勝史くん（第一中３
年）と藤原優花さん（坂嶺小５年）は、今年８
月９・10 日に東京体育館で開催される国内最
大のカラテイベント ｢カラテ・ドリームカップ
｣ に喜界道場の藤山茂樹支部長とともに出場す
る予定で、２人ともに全国レベルでの入賞が期
待される。
　また、11 月 23 日には、奄美本島で行われ
る同等の試合内容で、本町でも初めて選手権大
会が開催される予定で、出場者は九州の支部・
道場から選手が集うことになっている。

大　会　成　績
優　勝＝中山勝史（中学生の部）
　　　　藤原優花（小５年の部）
　　　　東　光代（小１年の部）
　　　　信岡勇貴（幼年の部）　
準優勝＝恵畑伸之（小２年の部）
３　位＝邦枝智仁（小４年の部）
　　　　永井颯太（小３年の部）

７人の選手が入賞

　｢島人ぬ笑顔はてぃだぬようにわんぬ心に響くんどー　
わんむ、なぁーみむ、どぅしんちゃーどぉー｣ を大会テー
マに第１７回大島地区高等学校総合文化祭（県高校文化
祭連盟大島支部主催）が１月 18 日、町体育館で盛大に開
催された。また、前日には「学校間の交流を深める」な
どの目的で揮毫（きごう）大会もあった。
　メインの 18 日、町体育館内に設けられた展示部門では
前日、各高校の生徒が筆を振るった臨書や美術、工業作
品などが展示され、多くの観衆の目を引いていた。
　舞台発表は、喜界高校のうるまーエイサー同好会によ
るオープニングで幕開け、11 団体が郷土芸能吹奏楽部演
奏な戸で会場を沸かせ、最後は全生徒 250 人が「島人ぬ宝」
を合奏・合唱。壮大なスケールと緻密な構成でファイナ
ルステージを飾った。

壮大なスケールと緻密な構成で観客を魅了

　オリオンスーパーベース
ボール 2007 奄美・沖縄親善交流試合（ラジオ沖縄主催）が 12 月９日、
奄美市の名瀬市民球場で開催された。同大会は野球を通して地域相互
の交流を目的に毎年行われ、奄美での開催は４回目。
　試合は、沖縄の 561 チームの代表として総合葬祭那覇浦添支店チー
ムとオール奄美チーム、そして、本町から奄美大会初優勝を飾った喜
界クラブの２チームが出場。喜界クラブが強豪総合葬祭那覇浦添支店
チームに５対１で勝利を手にした。最優秀選手賞には投手・湾在住の
中島剛（27 才）が選ばれた。

生徒 250 人による「島人ぬ宝」

▲喜界高校
　「うるまエイサー同好会」

喜界高校
「吹奏楽」

▲

喜界クラブが交流試合を制す

�



話題はここ！

　

12
月
23
日
、
大
阪
・

Ｉ
Ｍ
Ｐ
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
シ
ュ
ー
ト
ボ
ク
シ

ン
グ
の
大
会
で
、
本
町

坂
嶺
出
身
の
岩
下
雅
大

選
手
（
23
）
が
出
場
し
、

外
国
人
選
手
相
手
に
見

事
勝
利
を
収
め
、
同
競

技
ヘ
ビ
ー
級
５
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
た
。

　

試
合
前
、
レ
ー
ザ
ー

の
飛
び
交
う
会
場
で
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
と
共
に
岩
下
選
手
が
入
場

す
る
。
会
場
か
ら
は
岩
下
コ
ー

ル
が
飛
び
交
う
。

　

対
戦
相
手
は
黒
人
選
手
の
キ

ン
グ
。
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
を

極
限
ま
で
鍛
え
上
げ
た
肉
体
か

ら
繰
り
出
さ
れ
る
ラ
ッ
シ
ュ
で
、

対
戦
相
手
を
圧
倒
す
る
選
手
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
試
合

開
始
の
ゴ
ン
グ
が

鳴
る
と
岩
下
選
手

は
怯
む
ど
こ
ろ
か

対
戦
相
手
を
圧
倒

し
攻
撃
を
続
け
、

試
合
を
有
利
に
進

め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
試
合

開
始
か
ら
２
ラ
ウ
ン
ド
目
、
岩

下
選
手
は
ロ
ー
キ
ッ
ク
で
最
初

の
ダ
ウ
ン
を
奪
う
と
、
続
く
３

ラ
ウ
ン
ド
開
始
直
後
、
右
ス
ト

レ
ー
ト
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
再
度
ダ

ウ
ン
を
奪
う
。
白
熱
し
た
試
合

の
展
開
が
続
く
中
、
相
手
選
手

も
必
死
に
食
い
下
が
る
が
岩
下

選
手
は
さ
ら
に
攻
撃
を
続
け
、

右
フ
ッ
ク
で
ダ
ウ
ン
を
奪
い
、

こ
こ
で
レ
フ
ェ
リ
ー
が
試
合

を
止
め
、
勝
利
を
収
め
た
。

  

リ
ン
グ
に
上
が
る
岩
下
選

手
の
リ
ン
グ
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

に
は
、『
喜
界
島
』
の
文
字

が
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て

い
る
。

　
「
喜
界
島
の
文
字
を
背

負
っ
て
い
る
限
り
、
倒
れ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
喜
界

島
出
身
と
い
う
事
が
自
分
の

誇
り
だ
か
ら
。
島
に
生
ま
れ
、

島
に
育
て
ら
れ
た
。
一
つ
一

つ
や
れ
る
こ
と
を
今
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
る
。

　

岩
下
さ
ん
の
当
面
の
夢
は｢

残

さ
れ
た
時
間
を
Ｋ
－
１
王
者
と
い

う
夢
に
向
か
っ
て
全
速
力
で
走
る

こ
と｣

。
そ
し
て
、
将
来
は
喜
界
島

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、｢

父
親
の
経
営

す
る
農
業
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に

経
営
規
模
の
拡
大
を
目
指
し
た
い｣

と
愛
郷
心
と
と
も
に
両
親
へ
の
思

い
を
寄
せ
た
。

※
シ
ュ
ー
ト
ボ
ク
シ
ン
グ
は
、
キ
ッ

ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
技
に
加
え
、
投

げ
技
及
び
立
っ
た
状
態
で
の
関
節

技
が
認
め
ら
れ
て
い
る
立
技
総
合

格
闘
技
。

喜
界
高
等
学
校
か
ら

嬉
し
い
お
知
ら
せ
で
す
�

　

昨
年
の
12
月
、
国
公
立
大
学
の

推
薦
試
験
が
行
わ
れ
、
見
事
２
名

の
生
徒
が
合
格
を
手
に
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
１
名
は
同
校
商
業

科
か
ら
４
年
制
の
国
立
大
学
に
合

格
し
た
の
は
初
め
て
。
こ
こ
で
は
、

お
二
人
の
大
学
で
の
抱
負
を
紹
介

し
ま
す
。

▽
普
通
科
３
年

友
岡
悠
輔
く
ん
︵
上
嘉
鉄
︶

︵
琉
球
大
学
農
学
部
︶

　

私
は
農
家
で
あ
る
叔
父
の
影
響

で
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
琉
球
大

学
農
学
部
生
物
生
産
学
科
を
受
験

し
合
格
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
農

業
経
済
学
を
学
び
、
喜
界
島
の
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
全
国
的
に

も
見
ら
れ
る
後
継
者
不
足
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題
を

解
決
し
て
い
く
能
力
を
身
に
つ

け
、
喜
界
島
の
農
業
を
よ
り
魅
力

あ
る
も
の
に
変
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
大

学
の
研
究
員
と
し
て
食
の
安
全
と

食
糧
自
給
率
の
向
上
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

喜界出身の誇りを胸に！
〜 K-1 王者への道〜

合
格
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写真右から
梶原圭くんと友岡悠輔くん

▽
商
業
科
３
年

梶
原
圭
く
ん
︵
手
久
津
久
︶

︵
大
分
大
学　

経
済
学
部
︶

商
業
科
か
ら
国
立
大
学
に
行
く
こ

と
は
私
と
担
任
の
先
生
の
夢
で
し

た
。
将
来
は
商
業
科
の
教
師
に
な

る
こ
と
を
目
標
に
大
学
受
験
の
基

礎
資
格
で
あ
る
日
商
簿
記
２
級
を

１
年
前
に
取
得
し
ま
し
た
。
夏
か

ら
小
論
文
対
策
を
国
語
科
の
先
生

に
お
願
い
し
合
格
を
目
指
し
て
努

力
し
ま
し
た
。
合
格
通
知
を
見
た

と
き
は
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で

一
杯
で
し
た
。
大
学
で
経
済
学
を

し
っ
か
り
と
学
び
、
喜
界
島
の
経

済
の
活
性
化
や
後
輩
た
ち
の
指
導

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
人
と
も
こ
の
合
格
は
「
同
じ

志
を
持
っ
た
友
人
や
家
族
、
先
生

方
の
お
か
げ
で
す
」
と
気
持
ち
を

語
り
ま
し
た
。
島
を
離
れ
て
い
き

ま
す
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
後
輩
た

ち
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。



す こ や か n e w s

健診を知って
　　健康づくりに
　　　　生かそう !!

10

た
め
に
な
る
メ
タ
ボ
講
座

そ
の
五

�
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
る
特
定
健
診
～

　

昨
年
末
に
、
各
集
落
公
民
館
で
説

明
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
�0
歳
以
上
の
す
べ
て
の
町
民

を
対
象
に
行
な
わ
れ
て
き
た
「
基
本

健
診
」は
、次
年
度
か
ら「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
検
査
・

質
問
（
問
診
）
を
行
う
特
定
健
診
」

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
健
診
の
特
徴
は
、

一
、
病
気
に
な
る
前
の
﹁
一
次
予
防
﹂

　
　

に
重
点
が
お
か
れ
ま
す

　

ゆ
え
に
現
在
、
高
血
圧
症
や
糖
尿

病
等
で
医
療
機
関
に
お
い
て
継
続
治

療
し
て
い
る
方
は
、
病
院
か
ら
の
検

査
結
果
を
ご
本
人
の
承
諾
の
上
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
特
定
健
診
を
受

け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
町
で
は
な
く
医
療
保
険
者
が

　
　

加
入
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す

　

医
療
保
険
者
か
ら
受
診
対
象
の
方

に
「
受
診
券
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

役
場
か
ら
通
知
が
あ
る
の
は
国
保
の

方
々
で
す
。

　

事
業
所
や
官
公
庁
で
働
い
て
い
る

方
は
、「
事
業
所
（
職
場
）
健
診
」
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

三
、﹁
健
診
項
目
﹂
が
変
わ
り
ま
す

◇
加
わ
る
も
の

　

腹
囲
測
定

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル　

◇
除
か
れ
る
も
の

　

尿
潜
血

　

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

四
、﹁
健
診
結
果
﹂
に
基
づ
き
、

　
　

特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
が
選

　
　

ば
れ
ま
す

①
情
報
提
供

②
動
機
づ
け
支
援

③
積
極
的
支
援

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
、

個
々
に
応
じ
た
生
活
改
善
を
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
す
。

　

な
お
、
健
診
と
同
時
実
施
さ
れ
て

い
る
「
腹
部
超
音
波
検
診
」「
各
種

が
ん
検
診
」
な
ど
は
、
今
ま
で
通
り

希
望
者
は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間

　

３
月
１
日
～
７
日
は
子
ど
も
の
予

防
接
種
週
間
で
す
。
昨
年
の
春
か
ら

夏
に
か
け
て
麻
し
ん
が
流
行
し
て
、

騒
が
れ
て
い
た
の
は
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
流

行
で
は
、
特
に
15
歳
以
上
の
患
者
さ

ん
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
し
た
。
10

代
後
半
の
予
防
接
種
率
が
低
い
事
も

要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
平
成

18
年
４
月
か
ら
風
し
ん
と
の
混
合
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
２
回
接
種
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
１
歳
～
２
歳
の
間
に
１

回
、小
学
校
入
学
前
１
年
間
に
１
回
）

　

平
成
�0
年
４
月
か
ら
は
、
平
成
��

年
ま
で
の
５
年
間
計
画
で
、
さ
ら
に

へ
の
追
加
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
１
回
し
か
受
け
て
い
な
い
お
子

さ
ん
、
１
回
も
受
け
て
い
な
い
お
子

さ
ん
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
４
月
以
降

に
問
診
票
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や

か
電
話
番
号
６
５

－

３
５
２
２
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
注
意
報
発
令
中

　

鹿
児
島
県
内
で
は
、
１
月
��
日
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
注
意
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
患
者
の
咳
な
ど
で
空
気
中
に
ち
ら

ば
っ
た
ウ
ィ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と

で
感
染
し
ま
す
。

●
咳
や
く
し
ゃ
み
が
あ
る
方
は
マ
ス

ク
を
使
用
す
る
事

●
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
お
さ
え

る
。
そ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
ゴ

ミ
箱
へ
！

　

そ
の
後
手
を
洗
う
、
な
ど
の
「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

★
中
学
１
年
生

★
高
校
３
年
生



教 育 委 員 会 の
と び ら
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初
め
て
見
る
雪
だ
る
ま
に

こ
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
！

　

遠
路
は
る
ば
る
北
海
道

か
ら
雪
だ
る
ま
が
１
月
24

日
、
上
嘉
鉄
小
学
校
（
登

山
典
壽
校
長
・
児
童
39
人
）

と
早
町
小
学
校
（
繁
昌
正

幸
校
長
・
児
童
38
人
）
に

届
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
以
前
、
喜
界
島
の
自
衛
隊

に
勤
務
さ
れ
て
い
た
安
藤
富
雄
さ
ん

か
ら
の
贈
り
物
で
、
３
年
前
か
ら
喜

界
島
の
各
学
校
に
届
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
届
け
ら
れ
た
雪
だ
る
ま

と
、
な
か
な
か
触
れ
合
う
こ
と
の
で

き
な
い
児
童
や
園
児
ら
の
様
子
を
、

上
嘉
鉄
小
学
校
の
福
塚
裕
美
教
頭
よ

り
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

玄
関
ホ
ー
ル
で
、
上
嘉
鉄
幼
稚
園

の
園
児
や
児
童
が
見
つ
め
る
中
、
お

そ
る
お
そ
る
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
か
ら

雪
だ
る
ま
を
先
生
が
取
り
だ
し
、
み

ん
な
で
拍
手
！
。

　

幼
稚
園
の
先
生
に
目
や
口
を
入
れ

て
も
ら
い
上
嘉
鉄
小
学
校
に
来
校
し

た
「
雪
だ
る
ま
の
完
成
」
！

　

本
物
の
雪
だ
る
ま
と
み
ん
な
一
緒

に
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。
写
真
撮

影
の
あ
と
、
い
よ
い
よ 

雪
だ
る
ま

と
の
ふ
れ
合
い
。
幼
稚
園
生
か
ら
順

番
に
６
年
生
ま
で
交
替
で
雪
だ
る
ま

に
触
っ
て
み
ま
し
た
。

　

突
然
や
っ
て
き
た
雪
だ
る
ま
、
初

め
て
見
る
雪
だ
る
ま
、
初
め
て
雪
だ

る
ま
に
さ
わ
っ
た
み
ん
な
は
大
感
激

で
し
た
。

　

雪
だ
る
ま
は
、
少
し
冷
た
く
て
も

心
が
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
み
ん

な
で
安
藤
さ
ん
へ
お
礼
と
感
動
・
感

想
の
お
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。（
一

部
を
紹
介
し
ま
す
）

１
年　

榮
佳
菜
子
さ
ん

あ
ん
ど
う
さ
ん
へ

　

ゆ
き
だ
る
ま
を
お
く
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た

し
は
雪
を
さ
わ
っ
て
す
ご
く
つ
め
た

か
っ
た
し
、
ほ
っ
か
い
ど
う
は
こ
ん

な
に
ゆ
き
が
ふ
る
か
ら
う
ら
や
ま
し

か
っ
た
で
す
。
わ
た
し
は
ゆ
き
が

ふ
っ
た
ら
、
か
ま
く
ら
を
つ
く
っ
て

コ
コ
ア
を
の
み
た
い
で
す
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

せ
た
ま
学
習
で
キ
ビ
刈
り
を
体
験

　

早
町
小
学
校
の
３
・
４
年
生
（
14

人
）
に
よ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り
体
験

が
12
月
19
日
、 

嘉
鈍
集
落
の
岡
田
さ

ん
が
所
有
す
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
１
時
間
目
か
ら
４
時
間
目

ま
で
の
日
程
で
「
土
の
命
」
を
テ
ー

マ
に
『
せ
た
ま
学
習
』（
総
合
学
習

の
一
環
）
と
し
て
実
施
。
キ
ビ
刈
り

取
り
の
ほ
か
、
野
菜
の
収
穫
な
ど
も

学
習
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
ら
は
背
丈
以
上
に
伸
び
た
キ

ビ
を
鎌
の
角
度
や
力
加
減
な
ど
を
岡

田
さ
ん
に
指
導
を
し
て
も
ら
い
、
刈

り
取
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
時
折
笑
顔

を
見
せ
な
が
ら
、
楽
し
く
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

年
末
年
始
に
向
け
て
用
意
万
端
！

子
ど
も
会
『
親
子
も
の
作
り
教
室
』

　

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と

町
教
育
委
員
会
が
、
毎
年
合
同
で

行
っ
て
い
る
恒
例
の
「
親
子
も
の
作

り
教
室
」
を
12
月
22
日
に
役
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

時
期
的
に
ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
を

控
え
、
参
加
者
（
子
ど
も
23
名
・
親

17
名
）
は
楽
し
い
家
族
団
ら
ん
の
ひ

と
と
き
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
創
作

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

寒
空
の
中
、
25
名
の
小
・
中
高
生
、

一
般
が
参
加
！

第
48
回
南
日
本
10
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

通
信
競
技
大
会

　

12
月
23
日
に
創
価
学
会
喜
界
会
館

前
を
発
着
点
（
第
二
中
学
校
プ
ー
ル

前
折
り
返
し
）
と
す
る
標
記
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
徳
之
島
を
除
く
大
島

地
区
内
の
各
島
々
で
同
一
日
時
に
行

わ
れ
、
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
の
選
手
選
考
を
兼
ね
て
お
り

ま
す
。

　

本
教
室
は
、
手
作
り
工
芸
品
な
ど

を
親
子
で
共
に
創
作
す
る
こ
と
を
通

し
て
，
親
子
の
絆
を
深
め
る
と
と
も

に
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回
は
晶

貴
一
眞
さ
ん
（
阿
伝
）
と
三
山
泰
代

さ
ん
（
塩
道
）
を
講
師
に
招
き
、
ミ

ニ
門
松
と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
完

走
賞
が
授
与
さ
れ
、
次
回
で
の
自
己

記
録
更
新
に
向
け
て
さ
ら
に
精
進
を

誓
う
姿
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
競
技
人
口
の
拡
大
を
図
る
た

め
２
㎞
・
５
㎞
コ
ー
ス
も
同
時
の
行

わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
冬

休
み
の
余
暇
を
有
意
義
に
過
ご
し
ま

し
た
。

参加者の中には
親子で参加する家族も…

講師の指導を真剣な眼差しで
聴く子どもたちクリスマスツリーミニ門松

お世話になった岡田ご夫妻と
記念撮影

丹精こめて作った立派な作品
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運
転
免
許
事
務
受
付
時
間

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
免
許
更

新
事
務
等
の
受
付
時
間
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

　

休
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
が
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
０
時
30
分
ま
で
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

変
更
と
な
る
運
転
免
許
事
務
は
更

新
（
失
効
を
含
む
）
事
務
、
記
載
事

項
変
更
事
務
、
再
交
付
事
務
、
免
許

返
納
事
務
、
原
付
講
習
関
係
事
務
等

で
す
。

　

な
お
、
車
庫
調
査
業
務
、
道
路
使

用
許
可
業
務
は
従
来
ど
お
り
行
い
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
は
喜
界
幹
部
派
出
所

の
窓
口
係
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☎
９
９
７
︵
６
５
︶
０
６
１
６

サ
ト
ウ
キ
ビ
株
揃
え

作
業
受
託
中
で
す
！

　

株
揃
え
作
業
は
株
出
し
圃
場
に

と
っ
て
、
今
や
必
須
作
業
で
す
。
単

収
ア
ッ
プ
に
も
多
大
な
効
果
が
あ
る

事
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
直

後
、
株
上
の
ハ
カ
マ
を
取
り
除
き
地

肌
を
直
接
日
光
に
当
て
る
こ
と
に
よ

り
早
め
の
萌
芽
、
茎
数
の
増
加
が
も

た
ら
さ
れ
ま
す
。
是
非
、
株
揃
え
作

業
を
行
っ
て
、
来
期
の
単
収
向
上
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
託
料
金

　

２
，
０
０
０
円
／
反

▽
申
し
込
み
先

　

喜
界
農
業
開
発
組
合

☎
９
９
７
︵
６
５
︶
４
９
５
１

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
期
間
は
、
平
成
20
年
２
月
18
日

（
月
）か
ら
平
成
20
年
３
月
17
日（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得

金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納

税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い

ま
す
の
で
、
所
得
金
額
や
税
額
を
正

し
く
計
算
し
、
申
告
と
納
税
は
、
期

限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
確
定

申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
等
で
も
結

構
で
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長

時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
の
、「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡

単
に
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

☎
９
９
７
︵
５
２
︶
４
３
２
１

　

航
空
燃
油
価
格
が

依
然
高
騰
す
る
中
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
（
日
本
航
空
）

は
２
０
０
８
年
上
半

期
（
４
月
～
９
月
）

ご
搭
乗
の
国
内
線
運

賃
を
こ
の
ほ
ど
発
表

し
ま
し
た
。

　

本
町
の
路
線
で
関

係
す
る
運
賃
は
、
同
社
の
計
ら
い
に

よ
り
、
離
島
路
線
の
影
響
を
最
小
限

に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
変
更
は
以
下
の
と
お
り
。

１　

運
賃
額
は
据
え
置
き

２　

離
島
割
引
は
現
行
の
往
復
利
用

条
件
か
ら
片
道
で
も
利
用
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「しまのサポーター」になりませんか？

　鹿児島県および鹿児島県離島振興協議会では、「かごしまの島々」の魅力を

知っていただく「しまのサポーター」を募集しております。

　あなたもこの機会に、特典いっぱいの「しまのサポーター」になりませんか？

　｢ しまのサポーター ｣ のホームページ

にアクセスし、メールアドレス等を入力

するだけで簡単に登録できます。詳しく

は下記のアドレスに今すぐアクセス！ 

　しまのサポーターは、
現在、全国に約 5,000 名！
　あなたも ｢ しまのサポー
ター ｣ になって、｢ かごし
まの島々 ｣ をもっと楽しん

でね！

お得な ｢かごしまの島々移住体験ツアー｣
等への参加が可能！

月１回のメールマガジンで離島の旬の情報
をお届け！

鹿児島の離島への航空券、離島の特産品を
抽選でプレゼント！http://www.shima-supporter.com/mobil/

http://www.shima-supporter.com

会費は無料①

②

③

④

ケータイ

パソコン
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独立行政法人奄美群島振興開発基金からのお知らせ

　奄美基金は、奄美の産業振興を目的と
して、融資業務・保証業務により郡島内
の事業所の方々への事業資金の供給をお
こなっています。
※保証業務は、事業者が金融機関から借
入を行う際に奄美基金が公的信用保証を
行うことにより円滑な資金調達を促進す
る制度です。
【問い合わせ】
独立行政法人奄美群島振興開発基金
・本部
　奄美市名瀬港町１番５号
　☎ 997-52-4511
　ホームページアドレス

http://www.amami.go.jp

奄美基金の主な融資制度のご案内
貸付の種類 資金別 ご融資の限度額 ご返済期間 貸付利率

一般農業
振興資金

設備資金
個人 1,000 万円

5年〜 15 年 1.85%法人
1,500 万円

協同組合

林業振興資金 設備資金
個人 500 万円

5年
1.70%〜
1.85%

法人 800 万円
協同組合 1,000 万円

水産業振興資金 設備資金
個人 2,000 万円

5年〜 10 年
1.85%〜
2.05%

法人 4,000 万円
協同組合 5,000 万円

大島紬等特産品
振興資金

設備資金
運転資金

個人 4,500 万円

7年〜 10 年
1.75%〜
2.25%

法人
7,000 万円

協同組合

観光関連産業
振興資金

設備資金
運転資金

個人
4,800 万円法人

協同組合

流通・加工業等
振興資金

設備資金
運転資金

個人
4,800 万円法人

協同組合

地域資源等
振興資金

設備資金
運転資金

個人
7,000 万円 7年〜 15 年

1.75%〜
2.25%

法人
協同組合

※資金使途の事例
トラクター購入や農地取得、漁船購入、民宿施設、奄美の地域資源を活
用した事業など

「ねんきん特別便」の発送が開始されました！
〜あなたの年金記録の確認をお願いいたします〜

　お手数をおかけいたしますが、お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身の年金記録に記載もれ
や誤りがないかをご確認の上、必ずお手続きくださいますようお願いいたします。

　ご本人様のご確認とお手続きを経て、はじめて記録を結びつけることができます。

「ねんきん特別便」の送付時期

　基礎年金番号に結びついていない約 5000 万件の記録について、平成 19年 11 月からコンピューターによる名
寄せ作業を開始し、その結果、まずは皆様の基礎年金番号の記録と結びつく可能性のある記録が出てきた方に、
12月 17日から平成 20年 3月までを目途に「ねんきん特別便」を順次お送りいたします。

　それ以外の皆様の方にも、順次年「ねんきん特別便」をお送りいたします。
　●年金受給者の方々→平成 20年 4月から 5月までの間に。
　●現役加入者の方々→平成 20年 6月から 10月までの間に。

「ねんきん特別便」の
問い合わせ先

「ねんきん特別便専用ダイヤル」へ！
　☎ 0570-058-555
※ IP 電話・PHS からは
　☎ 03-6700-1144
　にお電話ください。

鹿児島社会保険事務局
奄美大島事務所
☎ 0997-52-4341

「ねんきん特別便」と記録統合までの流れ

ねんきん特別便
を送付

ご自身による
記録の確認

ご自身による
回答

社会保険庁に
よる調査・確認

記録の統合
（確認完了）

○年金加入
履歴及び加
入期間が記
載されてい
ます。

○ご自身の確認
結果をご回答い
ただく様式です。

年
金
記
録
の

お
知
ら
せ

年
金
加
入

記
録
照
会
票

確
認

は
が
き

※お手元に届きました「年金記録のお知
らせ」をご覧になり、お勤め先やそこで
の年金制度への加入の日・脱退の日（退
職した日の翌日）などに記載漏れや誤り
がないかを十分ご確認ください。

お勤め先等 資格習得
年月日

資格喪失
年月日

加入
月数

ABC 会社
国民年金

昭和 37.4.1
昭和 47.10.1

昭和 46.10.1
昭和 58.10.1

114
132

詳しくは裏面をご覧ください。
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古代から中世（千年前）を旅する
〜 シリーズ『城久遺跡群』 〜　part10

　

最
後
に
、
両
氏
の
今
回
の
遺
物
を

見
終
え
て
の
感
想
・
コ
メ
ン
ト
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
田
中
氏
）

　
『
率
直
な
感
想
は
「
尋
常
で
は
な

い
遺
跡
」
だ
と
い
う
こ
と
、
10
世
紀

か
ら
11
世
紀
の
日
本
の
玄
関
口
で
、

現
在
の
福
岡
市
に
あ
っ
た
「
コ
ウ
ロ

カ
ン
」
と
よ
ば
れ
た
施
設
で
見
つ
か

る
も
の
と
同
じ
陶
磁
器
が
数
多
く
見

つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
11
世
紀
後

半
か
ら
12
世
紀
頃
の
陶
磁
器
の
量
も

非
常
に
多
く
そ
れ
を
持
ち
う
る
だ
け

の
何
ら
か
の
施
設
な
ど
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
』

（
新
里
氏
）

　
『
カ
ム
ィ
ヤ
キ
は
大
き
く
分
け
る

と
文
様
や
形
か
ら
11
世
紀
後
半
か
ら

13
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
Ａ

群
と
、
そ
れ
以
降
の
も
の
を
Ｂ
群
と

が
あ
る
。
今
回
確
認
し
た
も
の
は
す

べ
て
が
Ａ
群
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
中

国
陶
磁
器
の
結
果
と
一
致
す
る
も
の

で
限
ら
れ
た
期
間
の
遺
跡
の
存
在
が

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
』

ジ
ア
の
国
々
を
訪
れ
研
究
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
新
里
氏
に
つ
い
て
で

す
が
、
新
里
氏
も
考
古
学
を
熊

本
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
こ
ろ
か
ら
カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
研

究
を
は
じ
め
、
か
れ
こ
れ
十
年

の
月
日
が
た
と
う
と
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
カ
ム
ィ
ヤ
キ

に
つ
い
て
の
論
文
も
い
く
つ
か

出
さ
れ
て
い
て
、
大
学
院
の
修

士
論
文
で
も
カ
ム
ィ
ヤ
キ
に
つ

い
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

城
久
遺
跡
群
で
大
量
に
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
長
崎
県
に
そ
の

産
地
が
あ
る
と
さ
れ
る
滑
石
製

石
鍋
に
つ
い
て
も
研
究
を
さ
れ

て
い
る
方
で
す
。

　

次
に
、
２
月
１
日
か
ら
３
日

に
か
け
て
輸
入
陶
磁
器
の
研
究

で
有
名
な
田
中
克
子
氏
と
徳
之

島
伊
仙
町
で
製
作
さ
れ
た
カ

ム
ィ
ヤ
キ
の
研
究
で
有
名
な
新

里
亮
人
氏
を
本
町
に
招
い
て
、

城
久
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
て
い

る
そ
れ
ぞ
れ
の
焼
き
物
に
つ
い

て
の
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

　

両
氏
の
研
究
状
況
な
ど
を
簡

単
に
紹
介
し
ま
す
と
、
ま
ず
、

田
中
氏
は
熊
本
大
学
で
考
古
学

を
学
び
、
あ
る
き
っ
か
け
で
福

岡
市
に
住
み
始
め
て
か
ら
輸
入

陶
磁
器
（
焼
き
物
）
の
研
究
を

始
め
て
20
年
あ
ま
り
が
た
つ
そ

う
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
窯
跡
を

実
際
に
見
る
た
め
に
幾
度
と
な

く
中
国
を
訪
れ
た
り
、
そ
の
ほ

か
に
も
韓
国
を
は
じ
め
東
南
ア

器
（
製
塩
土
器
）・
そ
し
て
徳

之
島
伊
仙
町
産
の
カ
ム
ィ
ヤ

キ
な
ど
で
す
が
、
こ
の
半
田

口
遺
跡
で
も
「
日
本
で
は
当

時
、
非
常
に
力
を
持
っ
て
い
た

場
所
（
役
所
や
寺
院
な
ど
）
で

し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
中
国

産
の
越
州
窯
系
青
磁
が
数
点
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
城
久
遺
跡
群
８
遺
跡
の
う
ち

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
７
遺
跡

す
べ
て
で
こ
の
越
州
窯
系
青
磁

が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

以
上
が
半
田
口
遺
跡
の
発
掘

調
査
状
況
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
現
在
発
掘
調

査
中
の
城
久
遺
跡
群
半
田
口
遺

跡
の
調
査
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

　

半
田
口
遺
跡
は
、
城
久
集
落

の
南
側
（
上
の
ほ
う
）
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。
遺
跡
面
積
は
約

３
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の

う
ち
の
約
１
万
２
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
今
年
度
調
査
し
て
い
ま

す
。（
半
田
口
と
あ
わ
せ
て
隣

接
す
る
山
田
半
田
の
一
部
約
千

平
方
メ
ー
ト
ル
も
調
査
中
で

す
。）

　

調
査
で
は
掘
立
柱
建
物
跡

（
当
時
の
住
居
）
が
10
棟
以
上

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
高
倉
を
想
定
さ
せ
る
４
本

柱
の
建
物
や
４
本
柱
の
四
方
を

柱
穴
が
か
こ
む
特
殊
な
建
物
、

９
本
柱
の
建
物
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
に
お
墓
が
土
葬
・

火
葬
の
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
遺
物
（
当
時
の
人
が

使
っ
て
い
た
も
の
）
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
城
久
遺
跡
群
と
同
様

に
島
外
産
の
も
の
が
大
部
分
を

し
め
る
と
い
う
傾
向
が
見
え
て

き
て
い
ま
す
。
中
国
の
青
磁
や

白
磁
、
朝
鮮
半
島
の
陶
器
、
長

崎
産
の
滑
石
製
石
鍋
、
九
州
島

以
北
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
土

師
器
・
須
恵
器
・
布
目
圧
痕
土

新里氏 田中氏

▲

半
田
口
遺
跡
空
撮

▲山田半田遺跡・土坑墓（土葬）



喜
界
歌
壇

戸
籍
の
窓

社
協
だ
よ
り
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喜界町の推計人口
（平成 20 年１月 31 日現在）

世 帯 数 ・・・・・ 3,759 戸 （　0）

人 口 ・・・・・ 8,382 人 （-12）

男 ・・・・・ 3,982 人 （-  2）

女 ・・・・・ 4,400 人 （-10）

た
だ
よ
え
る
雲
抜
き
出
で
て
冴さ

え
冴ざ

え
と
風
に
研
が
れ
し
上
弦
の
月

林　
　

蓮
香

ふ
る
さ
と
に
雪
降
り
し
き
る
映
像
を

黙
し
て
見
て
お
り
た
だ
一
人
に
て

北
島　

シ
ナ

寒
き
朝
カ
ー
テ
ン
引
け
ば
菜
畑
の
青

野
菜
目
に
和
む
ひ
と
時

有
村　

道
子

降
り
て
立
ち
晴
れ
て
又
来
る
を
霜し

も
だ
ち立

と
云
い
て
外
見
し
義ち

ち父
の
面お

も
か
げ影

竹
田
ヨ
シ
子

剪
定
を
終
え
し
庭
木
の
寒
け
れ
ど
椿

の
赤
く
萌
え
て
輝
く

平
尾　

チ
ヨ

垣
根
ご
と
山
茶
花
咲
き
て
一
面
は
白

く
明
る
く
冬
に
ぎ
わ
い
ぬ屋

良
ミ
ノ
子

冬
野
菜
寒
の
き
て
こ
そ
盛
る
も
の
山

坂
多
き
人
生
の
ご
と

美
代　

イ
シ

寒
冷
の
月
冴
え
ぎ
え
と
遙
か
な
る
青

き
光
に
亡と

も友
の
作
思も

ふ
郡　
　

市
子

雨
風
も
寒
も
苦
な
ら
ぬ
豊
作
に
ハ
イ

ベ
ス
タ
ー
駆
使
し
収
穫
進
む弥

島　

幸
子

こ
ん
に
ち
は

　
　
　

赤
ち
�
ん

氏

名

加
藤
大だ
い
ち智

峰
山
喜よ
し
ひ
で成

喜
島
寿ひ
さ
し士

澄
田
望み

る

と
流
士

保
護
者

睦

紀

奥
恵
喜

秀

和

直

敏
住

所
湾

赤

連

中

里

中

里

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

氏

名

三

迫　
　

賢

祐

山

崎

友

里

恵

住

所

赤

連
湾

♥
ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

宮
原　

清
三

豊　
　

義
吉

俊
山　

龍
雄

大
山　

重
光

嶺
岡　

シ
ヅ

南
島
カ
ヅ
ヱ

89
才

88
才

76
才

58
才

97
才

85
才

島

中

荒

木

荒

木

伊
実
久

湾
志
戸
桶

■
香
典
返
し

町
田　

邦
明

宮
原
カ
ツ
エ

嶺
岡　

栄
一

赤

連

島

中

沖

縄

県

白
み
ゆ
く
ビ
ル
の
空
飛
ぶ
黒
き
群

カ
ラ
ス
声
な
く
東
へ
ゆ
け
り

武
田　

幸
子

寒
ゆ
る
む
夜
半
に
降
り
く
る
雨
に

覚
め
日ひ

ゆ
う
が向

の
兄
の
病

や
ま
い

氣
遣
う

嶺
倉　

祝
子

氏

名

町
田　

ス
エ

年
齢

88
才

住

所

赤

連

　

今
は
亡
き
祖
父
。
そ
の
祖
父
は
島

一
番
の
唄
者
そ
し
て
三
味
線
弾
き

だ
っ
た
と
い
う
。こ
の
環
境
か
ら
か
、

幼
い
頃
か
ら
歌
を
唄
う
こ
と
が
大
好

き
だ
っ
た
と
話
す
川
畑
さ
お
り
さ
ん

（
湾
幼
稚
園
勤
務
・
24
歳
）。

　

島
唄
が
流
れ
る
と
涙
を
流
し
演
奏

を
聴
い
て
い
る
お
年
寄
の
姿
に
感
動

を
覚
え
、
不
思
議
と
そ
の
魅
力
に
は

ま
り
、
９
歳
か
ら
島
唄
と
三
味
線
を

習
い
始
め
た
。

　

15
歳
の
頃
、
全
国
日
本
少
年
少
女

民
謡
民
舞
大
会
に
出
場
、
中
学
生
の

部
で
３
位
入
賞
す
る
な
ど
、
持
ち
前

の
明
る
さ
と
島
唄
へ
か
け
る
情
熱
で

数
々
の
輝
か
し
い
功
績
を
残
し
て
き

た
。

　

昨
年
12
月
、
奄
美
市
で
郡
内
か

ら
67
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た

『
２
０
０
７
年
度
民
謡
民
舞
奄
美
連

合
大
会
』。
唄
う
制
限
時
間
は
２
分

以
内
。
僅
か
な
時
間
の
中
で
唄
に
思

い
を
込
め
唄
い
終
え
な
い
と
い
け
な

い
。

　

こ
の
大
会
で
川
畑
さ
ん
が
選
曲
し

た
唄
は
『
嘉
徳
な
べ
加
那
節
』。
裏

声
で
連
続
し
て
唄
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
特
徴
の
あ
る
唄
で
、
難
易
度
の

高
い
唄
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
４

月
に
帰
省
し
て
か
ら
は
、
大
会
に
備

え
て
毎
日
１
時
間
ほ
ど
、
歌
の
出
だ

し
を
中
心
に
練
習
を
重
ね
、
今
大
会

に
挑
ん
だ
。

　

結
果
は
、
今
大
会
、
最
高
賞
で
あ

る
『
協
会
賞
』
に
輝
き
、「
川
畑
さ

ん
の
唄
声
は
、
低
音
域
か
ら
高
音
域

ま
で
安
定
感
が
あ
る
。
も
っ
と
も
完

成
度
が
高
い
」
と
の
評
価
。
10
月
に

東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
・
内

閣
総
理
大
臣
賞
争
奪
戦
に
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。

　

大
会
を
振
り
返
り
「
子
ど
も
た
ち

の
励
ま
し
や
地
域
の
お
年
寄
り
た
ち

の
熱
い
声
援
で
勇
気
を
も
ら
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
受
賞
に
大
き
く
繋
が
っ

た
」
と
感
謝
の
思
い
を
述
べ
、
全
国

大
会
で
は
「
大
会
の
雰
囲
気
に
の
ま

れ
ず
、自
分
の
納
得
い
く
唄
を
唄
い
、

大
会
を
思
う
存
分
楽
し
み
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

　

最
後
に
「
島
唄
は
生
活
の
一
部

だ
っ
た
こ
と
や
歴
史
の
つ
ま
っ
た
も

の
だ
と
、
唄
や
三
味
線
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
島
唄
の
魅
力
に
つ
い
て
話
し

た
。

川
畑
さ
お
り
さ
ん

初
の
協
会
賞
を
受
賞役場に受賞の報告する川畑さん

父　英二さんとのツーショット！



新
田
悠
仁
く
ん

栄
美
空
斗
く
ん

諏
訪
原
悠
太
く
ん

香
月
花
ち
ゃ
ん

金
子
恭
和
く
ん

尾
崎
遥
ち
ゃ
ん

大
塚
勇
士
く
ん

山
元
千
波
ち
ゃ
ん

藤
原
凛
ち
ゃ
ん

1�

好きだよ！あなたの笑顔　むし歯０っ子
　「家族ぐるみ・地域ぐるみで正しい生活リズムの笑顔輝く喜界っ子を育てよう！！」

　鹿児島県は全国でもむし歯の多い県です。その中でも喜界島は３歳児のむし歯ラ

ンキング４９市町村中４０位（平成１８年度）という多さです。そんな現状をうけ、

様々な団体の方々がお口の健康を守る為できることを取り組んでいます。

みんなで目指せ 8020 !!

　

こ
の
ほ
ど
、
企
画
課
へ
喜

界
島
で
の
全
国
同
窓
会
開
催

の
ご
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
一
部
そ
の
模
様
を
掲
載

し
ま
す
。

　

第
一
中
学
校
出
身
者
73
歳

の
全
国
同
窓
会
が
、
昨
年
10

月
に
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
72
名
は
、
久
々
に

会
う
旧
友
や
中
学
卒
業
後
初

め
て
会
う
人
も
い
て
、
懐
か

し
さ
の
念
に
浸
り
な
が
ら
記

念
撮
影
や
賑
や
か
に
過
ご
し

た
祝
賀
会
と
島
内
観
光
。
島

内
観
光
で
は
、
心
地
よ
い
風

が
吹
く
中
、
久
々
に
見
る
島

の
風
景
に
感
嘆
の
声
が
上
が

る
。

　

最
後
に
母
校
、
第
一
中
学

校
を
訪
れ
た
際
に
は
、
吹
奏

楽
部
の
出
迎
え
を
受
け
る
と

と
も
に
、
演
奏
に
合
わ
せ
て

校
歌
を
歌
う
友
の
目
に
は
涙

が
浮
か
ん
で
い
た
。

島の風景に感嘆の声！
〜昭和 9・10 年生〜

平成 19年 12 月
３歳児健診


